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注

② 番号は、あらかじめ測点を定め、起点か
　 ら終点に向った順序で記入する。

④ 目盛は適宜定め数値を記入する。
⑤ 図表に許容範囲の線を朱書で記入する。

月　日

 厚さ
t1

① 標題は側溝工基準高工程能力図、路盤工
　 厚工程能力図等記入する。

③ 月日欄は、当該測点を実測した月日を記
　 入する。
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サンプル工事 舗装工 工程能力図
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